
別紙１ 別紙２

○2014年度特区ガイド研修応募者数及び受講決定者数 ○2014年度特区ガイド口述試験受験者数

（単位：人） （単位：人）

うち中国語を
母語とする方

うち韓国語を
母語とする方

うち中国語を
母語とする方

うち韓国語を
母語とする方

福岡県 106 67 72 24 178 福岡県 71 44 45 15 116

佐賀県 1 1 1 0 2 佐賀県 1 1 2 1 3

長崎県 20 17 7 1 27 長崎県 14 11 3 0 17

熊本県 30 12 20 5 50 熊本県 22 8 11 3 33

大分県 35 25 24 10 59 大分県 26 18 11 4 37

宮崎県 4 3 3 0 7 宮崎県 5 4 3 0 8

鹿児島県 13 11 7 3 20 鹿児島県 12 10 6 2 18

計 209 136 134 43 343 計 151 96 81 25 232

※ 研修応募者数及び受講決定者数は、第一希望の県毎に記載 ※ 口述試験受験者数は、受験した県毎に記載

※ 佐賀県、宮崎県、鹿児島県は口述試験のみ実施 ※ 佐賀県、宮崎県、鹿児島県は口述試験のみ実施

○2014年度特区ガイド受講決定者数のうち新規受講者数 ○2014年度特区ガイド合格者数
（単位：人） （単位：人）

うち中国語を
母語とする方

うち韓国語を
母語とする方

うち中国語を
母語とする方

うち韓国語を
母語とする方

福岡県 95 57 58 19 153 福岡県 21 17 9 6 30

長崎県 10 8 5 1 15 佐賀県 0 0 1 1 1

熊本県 21 7 13 2 34 長崎県 3 2 0 0 3

大分県 30 23 18 8 48 熊本県 4 3 2 1 6

計 156 95 94 30 250 大分県 2 2 3 3 5

※ 受講決定者数は、第一希望の県毎に記載
宮崎県 2 2 1 0 3

※ 佐賀県、宮崎県、鹿児島県は口述試験のみ実施 鹿児島県 4 4 2 1 6

計 36 30 18 12 54

※ 特区ガイド合格者数は、口述試験を受験した県毎に記載

受講決定者数 合格者数

中国語 韓国語 合計 中国語 韓国語 合計

研修応募者数 口述試験受験者数

中国語 韓国語 合計 中国語 韓国語 合計


